
《5》 広報によど川 12月号 広報によど川 12月号 《4》

ま ち の 話 題

10
月
17
日
〜
19
日
　
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

の
「
池
川
神
楽
」
を
伝
承
す
る
池
川
神
楽
保
存
会
（
井

上
定
光
会
長
）
の
メ
ン
バ
ー
五
人
が
、
北
海
道
北
見

市
の
開
成
ふ
る
さ
と
工
芸
館
で
、
池
川
神
楽
体
験
教

室
の
講
師
を
務
め
ま
し
た
。

　「
池
川
神
楽
を
北
見
市
の
伝
統
芸
能
に
」
と
活
動

す
る
北
見
池
川
神
楽
保
存
会
（
石
崎
美
恵
子
会
長
）

に
招
か
れ
た
も
の
で
、
同
保
存
会
メ
ン
バ
ー
と
、
地

元
の
子
ど
も
ら
を
含
む
十
七
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
十
三
あ
る
池
川
神
楽
の
舞
の
う
ち
、
基

本
の
舞
で
舞
殿
を
は
ら
い
清
め
る
「
宮
祓
い
」
を
指

導
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
十
八
日
に
は
北
見
市
役
所
で
小
谷
毎
彦
市

長
を
表
敬
訪
問
し
ま

し
た
。

　
三
日
間
の
滞
在
な

が
ら
、
北
見
池
川
神

楽
保
存
会
の
指
導
や

北
見
菊
ま
つ
り
の
見

学
な
ど
、
市
民
と
の

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

ま ち の 話 題

池
川
神
楽
保
存
会
北
海
道
へ

親子で田舎料理とむかし遊び満喫

郷土料理と仁淀川茶を次世代へ

10月24日　自然の中で手作りの田舎料理とむか

し遊びを親子で楽しんでもらおうと、山村自然

楽校しもなの郷で「いなかで遊ぼう！in仁淀川

町」（しもなの郷運営委員会主催）が行われまし

た。

　当日はあいにくの雨天にもかかわらず、町内

外から参加した21人が、賑やかな笑い声の中で

田舎料理作りとむかし遊びに興じました。

　ソバ打ちやもちつき、田楽作りなど、普段なか

なか味わえない体験に、子どもたちは好奇心い

っぱい。「次は、次は」と目を輝かせながら、地元

スタッフに教えを請けていました。

　自分たちで手作りした昼食を堪能した後は、

木工教室が開かれたほか、昔懐かしいゴロ車に

西
森
　
瑞
さ
ん
（
中
野
）

法
務
大
臣
表
彰
受
賞

　
高
吾
保
護
区
保
護
司
の
西
森
　
瑞
さ

ん
が
法
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
西
森
さ
ん
は
、
平
成
七
年
五
月
か
ら

十
五
年
余
に
わ
た
っ
て
、
犯
罪
を
行
っ

た
者
な
ど
の
改
善
更
生
の
援
助
や
、
犯

罪
予
防
の
た
め
の
世
論
の
啓
発
な
ど
を

行
っ
て
き
て
お
り
、
こ
の
度
そ
の
功
労

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

◎
保
護
司
は
、
保
護
司
法
に
基
づ
き
法

務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
無
給
で
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

仁
淀
川
町
健
康
福
祉
大
会

11
月
11
日
　
中
央
公
民
館
で「
第
六
回
仁

淀
川
町
健
康
福
祉
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、

民
生
委
員
児
童
委
員
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
福

祉
関
係
者
ら
約
百
八
十
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
当
日
は
鈴
木
數
秋
町
社
会
福
祉
協
議

会
会
長
の
開
会
挨
拶
、続
い
て
吾
川
地
区

民
生
委
員
掛
水
笑
子
さ
ん
の「
高
知
県
民

福
祉
信
条
」の
朗
読
で
開
会
し
ま
し
た
。

　
次
に
長
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
の
分

野
で
功
績
の
あ
る
個
人
お
よ
び
団
体
に

対
し
、町
長
表
彰
並
び
に
大
会
長
感
謝
状

の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
の
部
で
は
、吾
川
中
学
校
の
井
上

優
希
君（
二
年
生
）と
片
岡
純
梨
さ
ん（
三

年
生
）
が
そ
れ
ぞ
れ
の
「
米
作
り
を
続
け

る
た
め
に
」「
お
年
寄
り
と
の
交
流
で
学

ん
だ
こ
と
」と
題
し
た
作
文
を
読
み
上
げ

ま
し
た
。ま
た
久
喜
の
片
岡
昌
子
さ
ん
の

体
験
発
表「
乳
が
ん
を
体
験
し
て
」や
、役

場
と
町
社
協
職
員
に
よ
る
福
祉
劇「
知
っ

て
ま
す
か…

？
認
知
症
」が
行
わ
れ
ま
し

た
。
　
昼
食
後
に
は
、大
崎
保
育
所
の
三
〜
五

歳
児
が
太
鼓
演
奏
や
踊
り
を
披
露
し
、元

気
で
か
わ
い
い
姿
に
会
場
は
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　
午
後
の
部
で
は
、株
式
会
社
く
い
だ
お

れ
（
大
阪
市
）
の
柿
木
道
子
代
表
取
締
役

会
長
に
「
道
頓
堀
発
！
お
も
て
な
し
の

心
」を
テ
ー
マ
に
講
演
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。創
業
者
の
二
女
で
あ

り
、
一
主
婦
か
ら
一
転
、
女
将
と
し

て
「
く
い
だ
お
れ
」
を
牽
引
し
て
き

た
柿
木
会
長
の
実
体
験
を
基
に
し

た
テ
ン
ポ
の
良
い
大
阪
弁
で
の
話

に
、参
加
者
ら
は
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　西条の大野信隆さんの畑で取

れた背の高いコンニャクです。

　身長175㎝の職員が持っても

このとおり。

乗って坂道を下ったり、竹トンボを作って飛ばし

たりして楽しみました。

　「料理も遊びも自分たちで」をテーマに行われ

た自然いっぱいのイベントは、大人も子どもも大

満足の一日となりました。

10月22日　秋晴れのこの日、北浦で吾川地区農

漁村女性グループ研究会（安中美喜子会長）主催

の芋煮会が行われ、研究会メンバーと池川小学校

５、６年生ら約80人が参加しました。

　芋煮会は20年以上続く恒例行事で、田楽やイ

タドリの炒め物、じゃが芋の煮ころがしなど、地

元食材を使った伝統料理を通じ、地域食文化の振

興を図るものです。

　当日は、子どもたちに仁淀川町特産のお茶にも

っと興味を持ってもらおうと、おいしい煎茶の入

れ方実習や、茶パウダーを使ったまんじゅう作り

なども行われました。

　また、高吾地区農村女性リーダーによる「野菜

カルタ」も催され、野菜などの実や花の写真を合

わせるゲームで、楽しく食について学びました。

　参加した児童からは「今日習ったお茶の入れ方

を家で教えてあげたい」「料理がおいしかった。毎

年参加したい」などの感想が聞かれました。

北見市民に舞を指導

池
川
神
楽
体
験
教
室
の
参
加
者
ら

芋
煮
会
に
児
童
ら
80
人

急
須
を
使
っ
た
煎
茶
の
入
れ
方
を

学
ぶ
児
童
ら

法務大臣表彰を受賞された西森　瑞さん

い
な
か
で
遊
ぼ
う
i
n
仁
淀
川
町

木
工
教
室
の
様
子

柿
木
会
長

受賞者（敬称略）

町長感謝状　

　中内　福富（民生委員児童委員）

　名野川つくし会

大会長表彰

　小野　　子（民生委員児童委員）

大会長感謝状

　谷脇井津子（民生委員児童委員）

　岡部　倉繁（民生委員児童委員）

　中川トキミ（民生委員児童委員）

　角田ミサ子（民生委員児童委員）

　鎌倉　健吉（民生委員児童委員）

　岡林れい子（主任児童委員）

　齋藤　広恵（主任児童委員）

こんなに育っちゃった！
のっぽのコンニャク
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《7》 広報によど川 12月号 広報によど川 12月号 《6》

11月13日　中央公民館

で町青少年健全育成協議

会（岡林照壽会長）主催

の第５回「仁淀川町中学

生の主張」発表会が開か

れ、岡林会長、農本規仁

副会長はじめ約60人の

参加がありました。

　町内の中学校３校から

代表各２人の６人が、友達や家族などをテー

マに、今何を思い、どんな考えを持っている

のかを、堂々と発表しました。

　胸を打ち、目頭が熱くなる発表もあり、参

加者らは時にうなずいたり、感動した表情で

発表に聞き入っていまし

た。

　この発表会は、地域の

宝である子どもたちの心

豊かでたくましい成長を

願い、また大人たちが中

学生の生の声を聞く機会

にと、平成18年度から

毎年開催されています。

　発表終了後に行われた講演「自然との調和

を求めて」では、株式会社西日本科学技術研

究所の前中良啓氏に、自然環境について「自

然」「植物」「水」の観点から、身近な大渡

ダム周辺を例に挙げ話していただきました。

発表者5人（右から発表順）

ま ち の 話 題

伝えよう！私たちの思い「仁淀川町中学生の主張」発表会

　７月１日と10月28日に３歳児健診を実施しました。むし歯のなかった元気な

お子さんをご紹介します。これからも、ピカピカの歯を守ってね！！

むし歯ゼロ！元気な3歳児をご紹介しますむし歯ゼロ！元気な3歳児をご紹介します

下方颯馬くん（日鉄宮ヶ坪） 池上小晴ちゃん（日鉄宮ヶ坪） 下元拓海くん（日鉄宮ヶ坪） 山地美菜萌ちゃん（五味谷） 新納有彩ちゃん（日鉄宮ヶ坪）

十倉果歩ちゃん（下川渡下） 小谷志帆ちゃん（日鉄宮ヶ坪） 小谷悠真くん（日鉄宮ヶ坪） 山本心春ちゃん（下町） 村山愛花ちゃん（日鉄宮ヶ坪）

釣井絢斗くん（下土居） 北川絢香ちゃん（竹ノ谷） 山諸太樹くん（下土居） 甫木元新太くん（下土居） 竹本詩絵里ちゃん（岩丸）

岡田虎琉くん（大崎）

藤ノ野

集落見聞録
（第48回）

茶
畑
に
囲
ま
れ
た
風
情
豊
か
な
集
落

藤ノ野集落

藤ノ野神社

　藤ノ野集落は10月末現在、15世帯

33人、役場本庁から車で約５分にある

土居川沿いの集落です。

　藤ノ野集落の氏神。毎年３月10
日、７月16日、11月16日に神祭が
行われています。

ふ  じ 　 　 の 　 　   の

大原純男さん・浪江さんご夫妻

　
集
落
に
詳
し
い
大
原
純
男
さ

ん
（
78
歳
）
に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。
　
大
原
さ
ん
が
子
ど
も
の
こ

ろ
、
集
落
の
ほ
と
ん
ど
の
家
は

農
業
で
生
計
を
立
て
て
い
ま
し

た
。現
在
は
茶
畑
が
広
が
る
こ

の
辺
り
も
、
か
つ
て
は
田
畑
が

ほ
と
ん
ど
で
、
ど
の
家
で
も
農

耕
用
の
牛
や
馬
を
飼
っ
て
い
ま

し
た
。

　
当
時
の
白
飯
は
贅
沢
品
で
、

一
年
の
う
ち
数
日
（
盆
や
正
月

な
ど
）
を
除
い
て
麦
飯
や
さ
つ

ま
芋
を
主
食
と
し
、
作
っ
た
米

は
生
活
費
の
た
め
に
売
っ
て
い

ま
し
た
。

　
子
ど
も
の
こ
ろ
の
楽
し
み

は
、
神
祭
で
行
わ
れ
る「
も
ち
な

げ
」や
、
夏
に
川
で
水
泳
や
魚
釣

り
を
し
た
り
、
冬
に
山
で
小
鳥

を
捕
る
こ
と
で
し
た
。子
ど
も

た
ち
は
簡
易
な
仕
掛
け
を
使
っ

て
ウ
ナ
ギ
や
ツ
ガ
ニ
を
捕
っ
て

は
、
大
崎
や
池
川
の
店
に
売
り

に
行
き
、小
遣
い
に
し
て
い
た
そ

う
で
す
。

　
昭
和
二
十
年
ご
ろ
か
ら
植
林

が
盛
ん
に
な
り
、ち
ょ
っ
と
で
も

土
地
の
隙
間
が
あ
れ
ば
、
ま
た

不
便
な
場
所
に
あ
る
畑
に
も
、

杉
や
ヒ
ノ
キ
の
苗
を
植
え
た
そ

う
で
す
。ま
た
昭
和
三
十
年
ご

ろ
か
ら
養
蚕
を
始
め
る
農
家
も

増
え
、
余
っ
た
畑
は
桑
畑
に
姿

を
変
え
ま
し
た
。

　
や
が
て
養
蚕
業
が
下
火
に
な

る
と
、
昭
和
五
十
年
ご
ろ
か
ら

茶
業
へ
と
生
業
を
移
す
農
家
も

増
え
、
集
落
周
辺
に
は
茶
畑
が

広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。当
時

を
振
り
返
っ
て
「
茶
も
景
気
が

良
か
っ
た
し
、
昭
和
五
十
年
台

風
被
害
の
復
旧
工
事
も
あ
っ
た

き
、
人
も
仕
事
も
多
い
も
ん
や

っ
た
。あ
の
こ
ろ
は
疲
れ
知
ら

ず
で
、
忙
し
け
れ
ば
忙
し
い
ほ

ど
楽
し
か
っ
た
。皆
が
一
生
懸

命
や
っ
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　
か
つ
て
は
渡
し
舟
で
田
村
集

落
と
行
き
来
を
し
て
い
た
交
通

事
情
も
、
昭
和
三
十
九
年
土
居

川
に
「
田
村
橋
」
が
架
設
さ
れ
た

こ
と
で
一
変
し
ま
し
た
。昭
和

四
十
年
ご
ろ
か
ら
、
自
家
用
車

を
所
有
す
る
家
も
だ
ん
だ
ん
と

増
え
て
い
き
ま
し
た
。「
橋
が
で

き
て
交
通
の
便
が
本
当
に
良
く

な
っ
た
。少
し
前
ま
で
は
バ
イ

ク
も
う
ら
や
ま
し
か
っ
た
の

に
」と
大
原
さ
ん
。

　
最
後
に
集
落
に
つ
い
て
「
ど

の
家
も
神
祭
な
ど
の
時
に
は
、

子
ど
も
ら
が
町
外
で
生
活
し
よ

っ
て
も
帰
っ
て
き
て
親
を
手
伝

っ
て
く
れ
ゆ
う
。藤
ノ
野
は
割

合
に
え
い
所
で
。新
し
い
田
村

橋
が
で
き
て
、
交
通
の
便
も
ま

た
良
く
な
っ
た
し
ね
」
と
笑
顔

で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

藤ノ野

至土居

田村

至大崎

宗
津
谷
川

至桜

土居川

Ｒ４３９




